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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡洗浄消毒装置に着脱可能であって、内視鏡の洗浄消毒に用いる薬液を貯留する貯
留部と前記薬液の流出が自在な開口部が設けられた口部とを有するボトル本体と、
　前記貯留部および前記口部の間に配置された前記ボトル本体を封止する膜部と、
　前記膜部を介して前記貯留部側に配置され、前記ボトル本体の内部から外部に露出して
設けた第１の導電部と、
　前記膜部を介して前記口部側に配置され、前記ボトル本体の内部と外部に露出して設け
られ、前記第１の導電部と前記ボトル本体内の前記薬液を介して通電自在な第２の導電部
と、
　を備えたことを特徴とする内視鏡洗浄消毒装置用薬液ボトル。
【請求項２】
　前記第１の導電部と前記第２の導電部は、前記薬液を流出させる際に前記ボトル本体を
所定に設置して前記薬液が前記貯留部から前記口部の開口部から流出するときの流出面と
なる壁面に設けることを特徴とする請求項１記載の内視鏡洗浄消毒装置用薬液ボトル。
【請求項３】
　前記請求項１記載の内視鏡洗浄消毒装置用薬液ボトル、および、
　前記内視鏡洗浄消毒装置用薬液ボトルを配置するボトル配置部と、
　前記ボトル配置部に配置された前記内視鏡洗浄消毒装置用薬液ボトルの前記第１の導電
部に接触するように位置決めされた第１の接触式端子と、
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　前記ボトル配置部に配置された前記内視鏡洗浄消毒装置用薬液ボトルの前記第２の導電
部に接触するように位置決めされた第２の接触式端子と、
　前記第１の接触式端子と前記第２の接触式端子とに接続して前記第１の接触式端子と前
記第２の接触式端子との間の通電を確認自在な通電確認部と、
　前記ボトル配置部に接続した内視鏡洗浄消毒部と、
　を備えたことを特徴とする内視鏡洗浄消毒装置。
【請求項４】
　前記第１の導電部と前記第２の導電部は、前記薬液を流出させる際に前記ボトル本体を
所定に設置して前記薬液が前記貯留部から前記口部の開口部から流出するときの流出面と
なる壁面に設けることを特徴とする請求項３記載の内視鏡洗浄消毒装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、特に、内視鏡を洗浄消毒する薬液の内視鏡洗浄消毒装置用薬液ボトル、及び
、内視鏡洗浄消毒装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、医療分野において使用される内視鏡は、内視鏡検査を行う毎に内視鏡洗浄消
毒装置により洗浄、消毒が行われる。消毒のための消毒液は、薬液ボトル内に予め注入さ
れた濃縮された消毒薬液を希釈タンク内に移して水等の希釈液により希釈して調合する方
式が一般的である。この際、濃縮された消毒薬液を希釈タンク内に移した後、希釈液を供
給すると希釈タンクを劣化させる虞がある。そこで、例えば、日本国特開２００９－２６
１６８３号公報では、希釈タンクに希釈液が所定量供給されたことを希釈タンクの壁面に
配置されたセンサで検出した後、希釈液の供給を停止して、薬液ボトルから濃縮された消
毒液を供給し、濃縮された消毒液が所定量供給されたことをセンサで検出した際に、濃縮
された消毒液の供給を停止して消毒液を調合する技術が開示されている。
【０００３】
　しかしながら、上述の日本国特開２００９－２６１６８３号公報に開示される内視鏡洗
浄消毒装置の技術では、薬液ボトルから消毒液が希釈タンクに注ぎ込まれて、水面が所定
の高さに達したこと、つまり、水面が希釈タンクのセンサの位置に達したことにより、薬
液ボトルから消毒液が全て注ぎ込まれて、消毒液が空になったと推測する。
【０００４】
　しかし、薬液が泡立ったり、薬液の濡れ性が高かったりした場合、薬液ボトルに消毒液
が残留しているにもかかわらず、薬液ボトルが空になっていると判断してしまうおそれが
ある。
【０００５】
　本発明は上記事情に鑑みてなされたもので、薬液ボトルに薬液が残留していないことを
直接検知することができる内視鏡洗浄消毒装置用薬液ボトル、及び、内視鏡洗浄消毒装置
を提供することを目的としている。
【発明の開示】
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の一態様による内視鏡洗浄消毒装置用薬液ボトルは、内視鏡洗浄消毒装置に着脱
可能であって、内視鏡の洗浄消毒に用いる薬液を貯留する貯留部と前記薬液の流出が自在
な開口部が設けられた口部とを有するボトル本体と、前記貯留部および前記口部の間に配
置された前記ボトル本体を封止する膜部と、前記膜部を介して前記貯留部側に配置され、
前記ボトル本体の内部から外部に露出して設けた第１の導電部と、前記膜部を介して前記
口部側に配置され、前記ボトル本体の内部と外部に露出して設けられ、前記第１の導電部
と前記ボトル本体内の前記薬液を介して通電自在な第２の導電部とを備えている。
【０００７】
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　また、本発明の一態様による内視鏡洗浄消毒装置は、前記記載の内視鏡洗浄消毒装置用
薬液ボトル、及び、前記内視鏡洗浄消毒装置用薬液ボトルを配置するボトル配置部と、前
記ボトル配置部に配置された前記内視鏡洗浄消毒装置用薬液ボトルの前記第１の導電部に
接触するように位置決めされた第１の接触式端子と、前記ボトル配置部に配置された前記
内視鏡洗浄消毒装置用薬液ボトルの前記第２の導電部に接触するように位置決めされた第
２の接触式端子と、前記第１の接触式端子と前記第２の接触式端子とに接続して前記第１
の接触式端子と前記第２の接触式端子との間の通電を確認自在な通電確認部と、前記ボト
ル配置部に接続した内視鏡洗浄消毒部とを備えている。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】内視鏡洗浄消毒装置の全体概略構成図である。
【図２Ａ】隣接して配設した内視鏡洗浄消毒装置用薬液ボトルの上面からの断面図である
。
【図２Ｂ】図２Ａの口部側からの側面図である。
【図２Ｃ】図２Ａの正面からの断面図である。
【図３Ａ】内視鏡洗浄消毒装置用薬液ボトルをボトル取付部に取り付ける前の説明図であ
る。
【図３Ｂ】内視鏡洗浄消毒装置用薬液ボトルをボトル取付部に取り付ける途中の説明図で
ある。
【図３Ｃ】内視鏡洗浄消毒装置用薬液ボトルをボトル取付部に取り付けた状態の説明図で
ある。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　以下、図面に基づいて本発明の実施の形態を説明する。
【００１０】
　図１において、符号１は、内視鏡洗浄消毒装置を示し、この内視鏡洗浄消毒装置１は、
洗浄消毒対象となる内視鏡２または図示しない内視鏡付属品を収納して洗浄消毒を行う内
視鏡洗浄消毒部としての洗浄消毒槽３と、この洗浄消毒槽３に洗浄液供給管路４、消毒液
供給管路５をそれぞれ介して接続された洗浄薬液希釈機構６及び消毒薬液希釈機構７と、
これらを制御する制御部８と、制御結果等の情報を表示により告知する表示部９とを有し
て主要に構成されている。
【００１１】
　洗浄液供給管路４及び消毒液供給管路５の途中には、それぞれポンプ１１、１２が介装
されており、制御部８の制御下で、洗浄薬液希釈機構６及び消毒薬液希釈機構７において
それぞれ調合された洗浄液及び消毒液を、例えば汲み上げて洗浄消毒槽３内に供給する。
【００１２】
　洗浄消毒槽３は、給水弁１３が設けられた送水管路１４を介して水道蛇口１５等の給水
源に接続され、また（内視鏡）外表面洗浄消毒管路１６及び（内視鏡）管路内面洗浄消毒
管路１７とも接続されている。
【００１３】
　外表面洗浄消毒管路１６及び管路内面洗浄消毒管路１７の一端は、洗浄消毒槽３の底部
の循環水排出口１８に連結されると共に、他端は途中に介装されたポンプ１９，２０を介
して例えば洗浄消毒槽３の壁面に設けられた給液口２１，２２に接続されている。
【００１４】
　また、洗浄消毒槽３の底面に設けられた排液口２３は、排液弁２４を設けた排液管路２
５と接続され、この排液管路２５の途中に排液を行うポンプ２６が接続されている。
【００１５】
　尚、給液口２２は洗浄消毒槽３の内部の接続チューブ２７を介して内視鏡２に設けられ
た送気送水等を行う流体口金の接続部２８に接続される。
【００１６】
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　また、上述したポンプ１１，１２，１９，２０，２６、給水弁１３、排液弁２４は、制
御部８により制御される。更に、以下に説明する電磁弁等も制御部８により制御される。
【００１７】
　一方、洗浄薬液希釈機構６は、濃縮された洗浄薬液が注入された洗浄薬液ボトル（単に
薬液ボトルとも言う）２９及びボトル収納部３０と、この薬液ボトル２９とボトル収納部
３０を介して接続され、所定量の洗浄薬液を貯留する貯留タンクとしての洗浄薬液リザー
バータンク（単にリザーバータンクとも言う）３１と、このリザーバータンク３１と接続
され、下端付近に開閉する開閉部としての電磁弁３２が設けられた（洗浄）薬液供給管路
３３とからなる自重式の洗浄薬液供給部３４を有する。
【００１８】
　この洗浄薬液供給部３４の薬液供給管路３３の下端は、洗浄薬液希釈タンク（単に希釈
タンクとも言う）３６に接続され、制御部８の制御下で開閉が制御される電磁弁３２が開
けられた場合、リザーバータンク３１から洗浄薬液が、その自重により希釈タンク３６内
に供給される。なお、リザーバータンク３１には、その内部の洗浄薬液の水位を検知する
水位検知センサとしての水位センサ３５が設けられており、この水位センサ３５の検出信
号は制御部８に入力される。
【００１９】
　また、この希釈タンク３６は、途中に希釈弁３７ａが設けられた希釈用管路３７の一端
側と接続され、その他端は希釈水の給水源となる例えば水道蛇口３７ｂと接続される。
【００２０】
　更に、この希釈タンク３６には、この希釈タンク３６内に供給される希釈水、洗浄薬液
の供給量を検出する水位センサ３８が設けられており、この水位センサ３８の検出信号は
制御部８に入力される。
【００２１】
　そして、制御部８の制御下で希釈タンク３６には、１回分の（内視鏡）洗浄処理を行う
洗浄薬液が希釈水で希釈による調合により洗浄液として貯留され、洗浄を行う洗浄工程が
開始すると制御部８は、ポンプ１１を駆動させて洗浄液を洗浄消毒槽３内に供給する。
【００２２】
　消毒薬液希釈機構７は、本実施の形態においては、消毒薬液として２種類の第１消毒薬
液及び第２消毒薬液（例えば、第１消毒薬液は消毒薬液主剤、第２消毒薬液は活性化する
ための消毒薬液活性化剤）を用いて構成されるため、２つの自重式の消毒薬液供給部４０
Ａ，４０Ｂを備えて主要に構成される。
【００２３】
　消毒薬液供給部４０Ａは、濃縮された第１消毒薬液が予めそれぞれ注入された消毒薬液
ボトル（単に薬液ボトルと言う）５０Ａと、この薬液ボトル５０Ａを、後述の如く所定に
傾斜して収納配置するボトル配置部４１Ａと、薬液ボトル５０Ａの口部５３Ａの下端側と
接続し、薬液ボトル５０Ａを傾斜した姿勢で着脱自在に接続する消毒薬液希釈タンク（単
に希釈タンクとも言う）４２の上面に設けたボトル取付部４３Ａと、制御部８と接続され
て薬液ボトル５０Ａ内の薬液の検出を行う薬液検出部４４Ａと、制御部８と接続されて薬
液ボトル５０Ａのボトル配置部４１Ａへの配置を検出するボトル検出部４５Ａとを有して
構成されている。
【００２４】
　消毒薬液供給部４０Ｂも、消毒薬液供給部４０Ａと同様に構成されており、濃縮された
第２消毒薬液が予めそれぞれ注入された消毒薬液ボトル（単に薬液ボトルと言う）５０Ｂ
と、この薬液ボトル５０Ｂを、後述の如く所定に傾斜して収納配置するボトル配置部４１
Ｂと、薬液ボトル５０Ｂの口部５３Ｂの下端側と接続し、薬液ボトル５０Ｂを傾斜した姿
勢で着脱自在に接続する希釈タンク４２の上面に設けたボトル取付部４３Ｂと、制御部８
と接続されて薬液ボトル５０Ｂ内の薬液の検出を行う薬液検出部４４Ｂと、制御部８と接
続されて薬液ボトル５０Ｂのボトル配置部４１Ｂへの配置を検出するボトル検出部４５Ｂ
とを有して構成されている。
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【００２５】
　希釈タンク４２には、この希釈タンク４２内に供給される希釈水の初期水位と、第１消
毒薬液と第２消毒薬液を希釈水で希釈した消毒水の水位と、異常水位を検出する水位セン
サ４６が設けられており、この水位センサ４６の検出信号は制御部８に入力される。
【００２６】
　また、希釈タンク４２は、途中に希釈弁４７ａが設けられた希釈用管路４７の一端側と
接続され、その他端は希釈水の給水源となる例えば水道蛇口４７ｂと接続される。
【００２７】
　本実施の形態では、制御部８による制御下で、例えば、以下のような消毒液の調合が実
行される。
【００２８】
　まず、消毒薬液供給部４０Ａ、４０Ｂから薬液ボトル５０Ａ、５０Ｂから取り外される
と、希釈弁４７ａを開弁して希釈水を希釈タンク４２に供給して、予め設定した水位（最
も低く検出される水位）を上限水位として供給する。
【００２９】
　この上限水位に到達した後、或いは、上限水位に到達する前に、ボトル取付部４３Ａ、
４３Ｂに、新たに薬液ボトル５０Ａ、５０Ｂが取り付けられたことが検出されると、再び
、或いは、そのまま希釈弁４７ａを開弁して希釈水を希釈タンク４２に供給して、２番目
に高い水位となるまで希釈水を希釈タンク４２に供給し、適切な濃度の消毒液を調合する
。
【００３０】
　その後、もし何らかの原因で、水位が最も高い水位となった場合には、異常水位と判断
し、希釈弁４７ａを閉弁して希釈水の供給を停止する。
【００３１】
　そして、消毒薬液が希釈水で希釈による調合により消毒液として貯留され、消毒工程が
開始されると制御部８はポンプ１２を駆動させて消毒液を洗浄消毒槽３内に供給する。
【００３２】
　図２Ａ、図２Ｂ、図２Ｃに示すように、薬液ボトル５０Ａ、５０Ｂはボトル状に形成さ
れており、ボトル本体５１Ａ、５１Ｂは、薬液を貯留する貯留部５２Ａ、５２Ｂと、薬液
の流出が自在な開口部５４Ａ、５４Ｂが設けられた口部５３Ａ、５３Ｂとから構成されて
いる。ボトル本体５１Ａ、５１Ｂの口部５３Ａ、５３Ｂは、貯留部５２Ａ、５２Ｂの開口
部５５Ａ、５５Ｂを外側に向けて延出するキャップ状のもので形成されている。
【００３３】
　薬液ボトル５０Ａ、５０Ｂは、所定に傾斜した姿勢で寝かした状態（消毒薬液供給部４
０Ａ、４０Ｂのボトル取付部４３Ａ、４３Ｂに取り付けた状態：図３Ａ、図３Ｂ、図３Ｃ
参照）で、薬液ボトル５０Ａ、５０Ｂ内の液体がその自重により、口部５３Ａ、５３Ｂを
通じて外部に残らず排出され得るように、口部５３Ａ、５３Ｂは、貯留部５２Ａ、５２Ｂ
の中心軸に対して編心した位置に設けられている。具体的には、貯留部５２Ａ、５２Ｂの
一側壁の内面と口部５３Ａ、５３Ｂの内面とが面一となる（同一平面内に位置する）よう
に設けられている。尚、この薬液が貯留部５２Ａ、５２Ｂから口部５３Ａ、５３Ｂの開口
部５４Ａ、５４Ｂから流出するときの流出面を、薬液ボトル５０Ａ、５０Ｂの底面と云う
。
【００３４】
　キャップ状の口部５３Ａ、５３Ｂは、筒状のキャップ本体６１Ａ、６１Ｂと、キャップ
本体６１Ａ、６１Ｂの基端に形成され、且つ、ボトル本体５１Ａ、５１Ｂの貯留部５２Ａ
、５２Ｂに取付自在な取付部６２Ａ、６２Ｂと、キャップ本体６１Ａ、６１Ｂの先端に形
成されて口部５３Ａ、５３Ｂの径方向外側に突出する弾性材料からなるシール部６３Ａ、
６３Ｂとからなる。そして、このキャップ状の口部５３Ａ、５３Ｂにより、薬液ボトル５
０Ａ、５０Ｂが消毒薬液供給部４０Ａ、４０Ｂのボトル取付部４３Ａ、４３Ｂに着脱自在
になっている。
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【００３５】
　また、口部５３Ａ、５３Ｂは、取付部６２Ａ、６２Ｂとキャップ本体６１Ａ、６１Ｂと
の境界部に位置し、且つ、口部５３Ａ、５３Ｂが取付部６２Ａ、６２Ｂを介して貯留部５
２Ａ、５２Ｂに取り付けられた際に貯留部５２Ａ、５２Ｂの開口部５５Ａ、５５Ｂを閉塞
する薄い膜部６４Ａ、６４Ｂを有している。
【００３６】
　更に、薬液ボトル５０Ａ、５０Ｂの貯留部５２Ａ、５２Ｂ側の底面には、ボトル本体５
１Ａ、５１Ｂ内部と外部とに露出する第１の導電部６５Ａ、６５Ｂが設けられている。前
記第１の導電部６５Ａ、６５Ｂは、例えば幅方向の中央に配置することができる。
【００３７】
　また、薬液ボトル５０Ａ、５０Ｂの口部５３Ａ、５３Ｂのキャップ本体６１Ａ、６１Ｂ
側の底面には、第１の導電部６５Ａ、６５Ｂとボトル本体５１Ａ、５１Ｂ内の薬液を介し
て通電自在な第２の導電部６６Ａ、６６Ｂが設けられている。
【００３８】
　第１の導電部６５Ａ、６５Ｂの材質としては特に限定されないが、例えば、防錆、導電
性を有する物質により形成されていることが好ましい。より具体的にはステンレス材等に
より形成されることが望ましい。ボトル本体５１Ａ、５１Ｂの外部に露出される外部露出
面６７Ａ、６７Ｂが、消毒薬液供給部４０Ａ、４０Ｂのボトル配置部４１Ａ、４１Ｂに設
けられて、制御部８と接続された第１の接触式端子６８Ａ、６８Ｂと接触自在になってい
る。
【００３９】
　また、第２の導電部６６Ａ、６６Ｂの材質としては特に限定されないが、例えば、防錆
、導電性を有する物質により形成されていることが好ましい。より具体的にはステンレス
材等により形成されることが望ましい。ボトル本体５１Ａ、５１Ｂの外部に露出される外
部露出面６９Ａ、６９Ｂが、消毒薬液供給部４０Ａ、４０Ｂのボトル取付部４３Ａ、４３
Ｂに設けられて、制御部８と接続された第２の接触式端子７０Ａ、７０Ｂと接触自在にな
っている。
【００４０】
　このように本実施の形態では、制御部８は通電確認部として設けられている。
【００４１】
　そして、薬液ボトル５０Ａ、５０Ｂがボトル配置部４１Ａ、４１Ｂ、及び、ボトル取付
部４３Ａ、４３Ｂに取り付けられると、第１の接触式端子６８Ａ、６８Ｂと第２の接触式
端子７０Ａ、７０Ｂを介して、第１の導電部６５Ａ、６５Ｂと第２の導電部６６Ａ、６６
Ｂとの間の通電が確認される。この際、第１の導電部６５Ａ、６５Ｂのボトル本体５１Ａ
、５１Ｂの内部に露出される内部露出面７１Ａ、７１Ｂと、第２の導電部６６Ａ、６６Ｂ
のボトル本体５１Ａ、５１Ｂの内部に露出される内部露出面７２Ａ、７２Ｂとの間を導電
性の液体、つまり薬液がつなぐことで第１の導電部６５Ａ、６５Ｂと第２の導電部６６Ａ
、６６Ｂとの間に通電が検出されて、薬液ボトル５０Ａ、５０Ｂ内の薬液が、貯留部５２
Ａ、５２Ｂから口部５３Ａ、５３Ｂに流出されていることが検出される。
【００４２】
　一方、第１の導電部６５Ａ、６５Ｂと第２の導電部６６Ａ、６６Ｂとの間が非通電の場
合は、薬液ボトル５０Ａ、５０Ｂ内の薬液が、貯留部５２Ａ、５２Ｂから口部５３Ａ、５
３Ｂに流出されていない状態であって、この場合は、以下の２通りの検出となる。
【００４３】
　すなわち、ボトル検出部４５Ａ、４５Ｂによる薬液ボトル５０Ａ、５０Ｂの設置が検出
された後に、第１の導電部６５Ａ、６５Ｂと第２の導電部６６Ａ、６６Ｂとの間が非通電
状態の場合は、薬液ボトル５０Ａ、５０Ｂ内に薬液はあるものの、未だに流出されていな
い状態であると検出される。
【００４４】
　また、第１の導電部６５Ａ、６５Ｂと第２の導電部６６Ａ、６６Ｂとの間が通電状態で



(7) JP 5231689 B1 2013.7.10

10

20

30

40

50

あった後に、非通電状態となった場合は、薬液ボトル５０Ａ、５０Ｂ内の薬液は、略流出
が完了した状態であると検出される。
【００４５】
　また、薬液ボトル５０Ａ、５０Ｂの貯留部５２Ａ、５２Ｂの底面と隣接する側壁の一方
側には、貯留部５２Ａ、５２Ｂの長手方向に沿って一対の凹部８１Ａ、８１Ｂが設けられ
ている。更に、薬液ボトル５０Ａ、５０Ｂの貯留部５２Ａ、５２Ｂの底面と隣接する側壁
の他方側には、貯留部５２Ａ、５２Ｂの長手方向に沿って一対の凸部８２Ａ、８２Ｂが設
けられている。
【００４６】
　前述の如く、本実施の形態では、２種類の薬液（すなわち、第１消毒薬液と第２消毒薬
液）を同時に間違いなく希釈タンク４２内に注入できるように、薬液ボトル５０Ａと薬液
ボトル５０Ｂは、図２Ａ、図２Ｂ、図２Ｃに示すように、薬液ボトル５０Ｂの凹部８１Ｂ
に薬液ボトル５０Ａの凸部８２Ａを係合させることによって、互いにその長手方向にずれ
ることなく一体に組み付けられる。そして、このように一体にした状態において、薬液ボ
トル５０Ａ、５０Ｂの口部５３Ａ、５３Ｂは、図２Ｂに示すように、互いに横方向に並ん
で位置するように方向付けられる。また、この組み付け状態は２つの薬液ボトル５０Ａ、
５０Ｂの側壁を一体で巻回する収縮フィルム８３等によって強固に維持される。
【００４７】
　一方、薬液ボトル５０Ａ、５０Ｂが着脱自在に取り付けられるボトル取付部４３Ａ、４
３Ｂは、図３Ａ、図３Ｂ、図３Ｃに示すように、消毒液の濃縮液を希釈タンク４２内に注
入するための注入口を形成している。
【００４８】
　ボトル取付部４３Ａ、４３Ｂは、薬液ボトル５０Ａ、５０Ｂの貯留部５２Ａ、５２Ｂの
閉塞された開口部５５Ａ、５５Ｂを気密且つ液密状態で受ける（本実施の形態では、口部
５３Ａ、５３Ｂを介して受ける）ボトル受け部９１Ａ、９１Ｂと、薬液を希釈タンク４２
内に導く注入孔９２Ａ、９２Ｂと、ボトル受け部９１Ａ、９１Ｂに薬液ボトル５０Ａ、５
０Ｂの口部５３Ａ、５３Ｂが気密且つ液密に受けられた状態（図３Ｃの状態）で、膜部６
４Ａ、６４Ｂを開口して貯留部５２Ａ、５２Ｂ内を注入孔９２Ａ、９２Ｂを通じて希釈タ
ンク４２内に連通させる突起部９３Ａ、９３Ｂとを有している。
【００４９】
　上述のボトル受け部９１Ａ、９１Ｂは、互いに同軸に配置された外管及び内管からなる
２重管構造を成しており、この外管と内管との間の環状の隙間は、薬液ボトル５０Ａ、５
０Ｂの口部５３Ａ、５３Ｂが嵌合して気密且つ液密状態をなす、口部５３Ａ、５３Ｂの厚
みと略同一寸法に設定されている。また、突起部９３Ａ、９３Ｂは、注入孔９２Ａ、９２
Ｂの内管の内側に設けられており、その先端面がテーパ状に傾斜されて、その内孔が注入
孔９２Ａ、９２Ｂと連通されている。
【００５０】
　ここで、図３Ａ、図３Ｂ、図３Ｃは、新たな薬液ボトル５０Ａ、５０Ｂをボトル取付部
４３Ａ、４３Ｂに取り付ける手順を説明する図となっており、まず、図３Ａの状態では、
新たな薬液ボトル５０Ａ、５０Ｂを、薬液ボトル５０Ａ、５０Ｂの口部５３Ａ、５３Ｂの
開口部５４Ａ、５４Ｂをボトル取付部４３Ａ、４３Ｂのボトル受け部９１Ａ、９１Ｂに向
けて、傾斜させる。この際、ボトル配置部４１Ａ、４１Ｂの第１の接触式端子６８Ａ、６
８Ｂと、ボトル取付部４３Ａ、４３Ｂの第２の接触式端子７０Ａ、７０Ｂとの間の通電は
非通電状態となっている。
【００５１】
　次に、図３Ｂに示すように、新たな薬液ボトル５０Ａ、５０Ｂの口部５３Ａ、５３Ｂを
、ボトル取付部４３Ａ、４３Ｂのボトル受け部９１Ａ、９１Ｂに沿って奥に押し込む。こ
の際、ボトル取付部４３Ａ、４３Ｂの突起部９３Ａ、９３Ｂが、膜部６４Ａ、６４Ｂに到
達していない状態では、膜部６４Ａ、６４Ｂは開口されていないため、薬液は、貯留部５
２Ａ、５２Ｂ内に留まったままとなっている。このため、第１の接触式端子６８Ａ、６８
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Ｂと第２の接触式端子７０Ａ、７０Ｂとの間の通電は非通電状態となっている。
【００５２】
　その後、新たな薬液ボトル５０Ａ、５０Ｂの口部５３Ａ、５３Ｂを、ボトル取付部４３
Ａ、４３Ｂのボトル受け部９１Ａ、９１Ｂに沿って更に奥に押し込むと、ボトル取付部４
３Ａ、４３Ｂの突起部９３Ａ、９３Ｂが、膜部６４Ａ、６４Ｂに到達して、膜部６４Ａ、
６４Ｂが開口される。これにより、貯留部５２Ａ、５２Ｂ内の薬液は、この膜部６４Ａ、
６４Ｂの開口された部分を介して口部５３Ａ、５３Ｂに流出し始めて、注入孔９２Ａ、９
２に沿って、希釈タンク４２内に流入される。この段階となると、第１の導電部６５Ａ、
６５Ｂのボトル本体５１Ａ、５１Ｂの内部に露出される内部露出面７１Ａ、７１Ｂと、第
２の導電部６６Ａ、６６Ｂのボトル本体５１Ａ、５１Ｂの内部に露出される内部露出面７
２Ａ、７２Ｂとの間に介在する薬液を介して、第１の接触式端子６８Ａ、６８Ｂと第２の
接触式端子７０Ａ、７０Ｂとの間の通電は通電状態となり、薬液が、貯留部５２Ａ、５２
Ｂから口部５３Ａ、５３Ｂに流出されていることが検出される。
【００５３】
　そして、図３Ｃに示すように、ボトル受け部９１Ａ、９１Ｂに薬液ボトル５０Ａ、５０
Ｂの口部５３Ａ、５３Ｂが気密且つ液密に受けられた状態で、薬液が、貯留部５２Ａ、５
２Ｂから口部５３Ａ、５３Ｂに流出されている状態では、第１の接触式端子６８Ａ、６８
Ｂと第２の接触式端子７０Ａ、７０Ｂとの間は通電状態が続く。
【００５４】
　その後、貯留部５２Ａ、５２Ｂ内の薬液が無くなると、第１の導電部６５Ａ、６５Ｂの
内部露出面７１Ａ、７１Ｂと、第２の導電部６６Ａ、６６Ｂの内部露出面７２Ａ、７２Ｂ
との間に薬液が無くなるため、第１の接触式端子６８Ａ、６８Ｂと第２の接触式端子７０
Ａ、７０Ｂとの間の通電は非通電状態となり、薬液ボトル５０Ａ、５０Ｂ内の薬液が略全
て流出されたことが検出される。
【００５５】
　上述のように構成される内視鏡洗浄消毒装置１では、制御部８は、まず、洗浄工程では
、ポンプ１１を動作させ、希釈タンク３６内の洗浄液を洗浄消毒槽３内に供給する。
【００５６】
　その後、制御部８は、ポンプ１９，２０を動作させ、洗浄消毒槽３内の洗浄液を循環さ
せることにより内視鏡２を洗浄する。
【００５７】
　洗浄工程が終了すると、制御部８は、排液弁２４を開にし、ポンプ２６を動作させて、
洗浄消毒槽３内の洗浄液を排出する。
【００５８】
　洗浄液の排液が終了し、すすぎを行うすすぎ工程が終了すると、制御部８は、消毒工程
を開始させる。この場合、制御部８は、ポンプ１２を動作させ、希釈タンク４２内の消毒
液を洗浄消毒槽３内に供給する。その後、制御部８は、ポンプ１９，２０を動作させ、洗
浄消毒槽３内の消毒液を循環させることにより内視鏡２を消毒する。
【００５９】
　消毒工程が終了すると、制御部８は、排液弁２４を開にし、ポンプ２６を動作させて、
洗浄消毒槽３内の消毒液を排出する。
【００６０】
　消毒液の排液が終了した場合には、制御部８は、すすぎ工程を行い内視鏡洗浄消毒の処
理を終了する。
【００６１】
　以上説明したように本発明の実施の形態によれば、消毒薬液ボトル５０Ａ、５０Ｂは、
内視鏡２の洗浄消毒に用いる薬液を貯留する貯留部５２Ａ、５２Ｂと薬液の流出が自在な
開口部５４Ａ、５４Ｂが設けられた口部５３Ａ、５３Ｂとを有するボトル本体５１Ａ、５
１Ｂと、ボトル本体５１Ａ、５１Ｂの内部と外部に露出して設けた第１の導電部６５Ａ、
６５Ｂと、第１の導電部６５Ａ、６５Ｂとは異なる位置でボトル本体５１Ａ、５１Ｂの内
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内の薬液を介して通電自在な第２の導電部６６Ａ、６６Ｂとを有して構成されている。こ
のため、消毒薬液ボトル５０Ａ、５０Ｂ内の薬液を直接検出することができるため、消毒
薬液ボトル５０Ａ、５０Ｂからの薬液の流出と共に希釈液を供給することで、確実な攪拌
効果が期待でき、素早く、濃度が一様な消毒液を精度良く調合することが可能となる。ま
た、消毒薬液ボトル５０Ａ、５０Ｂからの薬液の流出と共に希釈液を供給することができ
るので、希釈タンク４２内に薬液のみが流入されて希釈タンク４２を劣化させることが確
実に防止できる。この際、本実施の形態で説明したように、消毒薬液ボトル５０Ａ、５０
Ｂの交換時に希釈液を予め薬液に先駆けて流入するようにすれば、より確実に希釈タンク
４２の劣化を防止することができ、また、消毒薬液ボトル５０Ａ、５０Ｂの交換時間も薬
液の調合に利用することができるため、効率良く（素早く）薬液を調合することが可能と
なる。
【００６２】
　尚、本実施の形態では、図１に示すような、洗浄消毒槽３、洗浄薬液希釈機構６、消毒
薬液希釈機構７、制御部８、制御弁、管路等で構成した内視鏡洗浄消毒装置１の消毒薬液
希釈機構７の消毒薬液ボトル５０Ａ、５０Ｂに本発明を適用した例で説明したが、内視鏡
洗浄消毒装置１は他の構成のものであっても良い。例えば、消毒薬液希釈機構７の消毒薬
液ボトルが一つの装置や、消毒薬液ボトルが洗浄消毒槽に直接接続される小型の装置等に
おいても本発明が適用できることは云うまでもない。
【００６３】
　また、本発明の実施の形態では、消毒薬液希釈機構７の消毒薬液ボトル５０Ａ、５０Ｂ
に本発明を適用した例で説明したが、洗浄薬液希釈機構６の洗浄薬液ボトル２９に対して
も本発明は適用可能であり、このように洗浄薬液ボトル２９に対しても本発明を適用する
ことにより、洗浄薬液希釈タンクを劣化させることも無く、素早く、濃度が一様な洗浄液
を精度良く調合することが可能となり、使用する洗浄薬液の幅を広げることが可能となる
。
【００６４】
　更に、消毒薬液ボトル５０Ａ、５０Ｂをボトル取付部４３Ａ、４３Ｂに取り付けた状態
での消毒薬液ボトル５０Ａ、５０Ｂの傾斜角は任意の角度でも良く、例え、消毒薬液ボト
ル５０Ａ、５０Ｂを垂設するような場合においても、本発明は適用可能である。
【００６５】
　また、本発明は、上述した実施の各形態に限定されるものではなく、本発明の要旨を変
えない範囲において、種々の変更、改変等が可能である。
【００６６】
　本出願は、２０１１年　７月　８日に日本国に出願された特願２０１１－１５２１７４
号を優先権主張の基礎として出願するものであり、上記の内容は、本願明細書、請求の範
囲、および図面に引用されたものである。
【要約】
　消毒薬液ボトルは、内視鏡の洗浄消毒に用いる薬液を貯留する貯留部と薬液の流出が自
在な開口部が設けられた口部とを有するボトル本体と、ボトル本体の内部と外部に露出し
て設けた第１の導電部と、第１の導電部とは異なる位置でボトル本体の内部と外部に露出
して設けられ、第１の導電部とボトル本体内の薬液を介して通電自在な第２の導電部とを
有して構成されている。
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